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輝く瞳　燃える情熱　～若人の夢　この北の大地に～

22 日 (金) ： 50 ～
コート 第 5 試合
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高橋　比呂也(千歳向陽台中)

【リーグ戦績】
№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 6 0 3 0 4 16 0 6 4 2

5 0 0 0 0 5 4 0 2 0 1 13 - 8 13 - 12 1 1

6 2 0 1 0 6 17 0 6 5 1 11 - 5 14 - 14 2 勝

7 0 0 0 0 7 4 0 2 0 3 44 8 - 14 32 48 11 - 9 40 0 0 1 位

8 10 1 3 1 8 3 0 0 3 3 12 - 5 10 - 5 0 敗

9 14 1 5 1 9

10 10 8 - 13 4 - 7 0 0

11 11 0 0 0 0 0 5 - 11 5 - 15 0 勝

12 12 32 14 - 8 44 26 4 - 12 48 1 1 3 位

13 13 5 - 12 13 - 14 2 敗

14 14

15 15 12 - 13 7 - 4 0 1

16 16 14 - 14 15 - 5 1 勝

17 17 40 9 - 11 48 48 12 - 4 26 1 0 2 位

18 18 5 - 10 14 - 13 1 敗

32 2 12 2 44 0 16 12 10
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帯広第四

峠　喜継　　(奈良)

帯広第四

北海道

　１６点差以上で勝たないと決勝トーナメントに進出できない大谷中と、初戦に続いて勝ち、１位で予選を
通過したい帯広第四中の対戦。
　１クォーター、大谷中オールコート、帯広四中ハーフコートのマンツーマンディフェンスでスタート。大
谷中はカットイン、飛び込みのリバウンドで得点。帯広四中はポストプレイ、ドリブルカットインで応戦。
４分を過ぎて１３－６と帯広四中がリードしたところで、大谷中タイムアウトで３－２ゾーンディフェンス
に変える。ここで帯広四中のオフェンスが止まり、１３－８と帯広四中５点リードで終了。
　２クォーター、大谷中の３－２ゾーンをなかなか攻めることができない帯広四中だったが、＃４反町のオ
フェンスリバウンドシュートなどでリードを広げ２４－１３で前半を終了。
　３クォーター、帯広四中は＃５武藤のジャンプショット、＃６片桐のゴール下で差を広げるが、大谷中は
＃８南の３Ｐ、＃９西野のドリブルカットインでついていく。得点によって大谷中のボールプレス、ロー
テーションが機能し、３２－２７と５点差で終了。
　４クォーター、帯広四中は２－３ゾーンに切り替えてリズムを替える。両チームとも決定力がないまま残
り２分で大谷中が３４－３２と２点差に詰めよる。しかしその後＃４反町のドリブルカットイン、＃６片桐
のリバウンドシュートで連続得点した帯広四中が４４－３２で大谷中を振り切った。
　帯広四中＃４反町と、＃６片桐のオフェンスリバウンドが光ったゲームだった。
　敗れはしたが、大谷中の最後まであきらめずにボールを追いかけ、ゴールに向かう姿勢はすばらしかっ
た。
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【試合結果】

日　時 　　平成１５年８月 14
　北海道立総合体育センター（きたえーる） Ａ

　【戦評】


